
















































































































































　　……2014年 3 月～ 9 月末
　展示全般および休館日の案内、道案内。ほと























マ大学まつり（2014年10月 4 ・ 5 日）に「村岡
花子と東洋英和」の出展もしました。
フィーバーによってもたらされたもの
　「花子とアン」が放映されなかったら人知れ
ず埋もれる運命にあった一冊のアルバムが、史
料室に届けられ、現在展示中です（12月18日ま
で）。それは、山梨英和時代から花子の親友で
あった宣教師、ミス・ストラザードのアルバム
です。
　このアルバムは、カナダ東部ノバスコシアで、
ガレージセールに出ていたものでしたが、番組
を視聴していた、昔麻布にお住まいだったカナ
ダ在住の女性によって、ここに写っているのは
東洋英和女学校の生徒と宣教師ではないか、と
気づいてもらえたことから判明し、海をわたっ
て直接届けられたものなのです。卒業式の記念
写真や人物のスナップばかりでなく、劇のため
に扮装した生徒たちや初期の東京女子大学校舎
など、写真の保存状態は大変良好です。今この
時期に英和にやってくるとは、何か不思議な糸が
つながっていたように思えてなりません。
　また、NHKの要望―「花子の時代の書籍室
の蔵書はありませんか？」に応えて探した、旧
高等部図書室蔵書の洋書群の発見も書き落とせ
ません。廃棄されたはずの古い洋書が、大学院
図書室の電動書架に眠っていたとは（?!）うれ
しい驚きでした。「花子とアン」の中でもっと
書籍室の場面が欲しかったです。
　見学者やそのお知り合いからは、愛蔵されて
いた「アン」シリーズを数冊受贈しました。
今とこれから
　村岡花子が卒業生であることは、英和関係者
ならばたいていの人が知っていました。しかし、
彼女が給費生だったこと、同窓会副会長だった
こと、新潮文庫 4 冊分の英和への印税寄付が今
に至るまで継続していることなどは、これまで
あまり知られていなかったでしょう。ドラマの
おかげで、英和関係者自身がもう一度村岡花子
の業績に目を向けることになったのでした。
　「花子とアン」で「村岡花子の母校・東洋英和」
の知名度が高まったので、それを広報で活用し
ようという学内の動きも起こりました。
　最初大学のホームページに「東洋英和と村岡
花子」の特設サイトが作られ、後に学院のホー
ムページに移されました。面白いページなので、
随時トピックスにお知らせを出しながら今後も
活用していきたいと思っています。
　そして何よりも、村岡家から花子の蔵書を英
和に寄贈する、と申し出があったことは重大な
局面でした。うかがったときは、うれしさの反
面、私たちに託される重い責任にお応えできる
か、という重圧で相反する気持ちを味わいまし
た。
　お申し出を学院が有り難く受けることとなり、
どう活かすかが話し合われました。その一環と
して展示コーナーの改装が行われ、知的で洗練
された空間が生まれました。展示コーナーには、
今も毎日一般の方々が熱心に見学していかれま
す。今後は企画展と連動して何らかのトークイ
ベントができたら、もっと多くの方々に深く理
解してもらえる、と夢は広がります。
　また、史料室では、寄贈された村岡花子文庫
を保管し展示に供するだけでなく、今後の村岡
花子研究につなげられるよう、目録作成という
将来に向けた作業を始めました。この作業には、
卒業生の大学生が関わって下さっています。
　そして、これまで悲願であった史料室所蔵資
料の目録作成にも予算がつき、取り掛かろうと
しています。地下 2 階の穴倉（？）にもついに
陽が射した！と感慨深いものがあります。本学
院の歩みは、カナダとの交流に始まり、近代女
子教育史、キリスト教教育史の一端を担ってい
ます。数年がかりの取り組みになりますが、所
蔵資料の目録化などの整備は学術的にも大きな
意味があるものです。
　村岡花子フィーバーに翻弄された 2 年間でし
たが、なんとか曲がり角を回り、資料整理と活
用には光が見えてきました。感謝をもってご報
告いたします。 （史料室嘱託）
学院ホームページ　「東洋英和と村岡花子」の冒頭
